
- 2 -

１ 本計画の趣旨・背景

（１）趣旨

「食育」という言葉は、わたしたちにとって比較的耳新しいものとしてとら

えられがちですが、その起源ははるか昔の明治３０年（１８９７）頃、当時の

医師であった石塚左玄が著書に「体育智育才育は即ち食育なり」と記したのが

その始まりとされています。それから一世紀余の歳月を経て、平成１７年（２

００５）に成立した食育基本法の中では、食育の位置付けについて「生きる上

での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの」として、左玄

の言葉をほぼそのまま引用しています。

世界にも例のないこの法律が定められるに至った背景には、生活の乱れに起

因した食生活の乱れ、食料自給率の低下に伴う食の海外への依存、食の安全を

脅かす様々な出来事、伝統的食文化の危機等、食に関する様々な問題が存在し

ます。戦後、日本の社会経済構造等が大きく変化していく中にあって、国民の

ライフスタイルや価値観・ニーズが多様化してきたことに伴い、食生活やこれ

を取り巻く環境も著しい変化をとげました。また、日々忙しい生活を送る中、

食に対する意識、食への感謝の念や理解が薄れ、毎日の「食」の大切さに対す

る意識が希薄になってきています。生活のリズムを生む規則正しい食事、栄養

面でバランスのとれた食事、安全面へ配慮した食事、食べ残しや食品の廃棄を

回避することに配慮した食事、あるいは家族が食卓を囲んだ楽しい食事、等の

望ましい姿の「健全な食生活」が失われつつあります。

人々が健康で豊かな人間性を育む上においては健全な食生活が重要であり、

このことはあらゆる世代においても等しく当てはまることです。子どもたちが

健全な食生活を実践することが、健康で豊かな人間性を育んでいく基礎となる

ことはもちろん、急速な増加を続ける高齢者が生き生きと生活していく上でも、

健康に過ごせる期間を長くすることが重要であり、そのためには健全な食生活

等を心がけることが重要となっています。

幸いなことに、わたしたちが暮らす留萌地域は豊かな自然と、自然が育む豊

かな食材に恵まれています。主食となる米や麦、海からの恵みである魚介類、

野菜や果物、牛肉や羊肉、牛乳等といった様々な食材が地域にはあふれていま

す。健全な食生活を目指す取組をすすめるうえで、これらを活用しないすべは

ありません。まず、わたしたちがいかに優れた食材に囲まれているかを理解し、

そのうえで、家庭や学校、地域といった様々な場において、ひとりひとりが食

と健康の大切さを自覚するとともに、健全な食生活を維持することで、健康な

身体と豊かな人格を育むための一助となればと考え、この計画を策定すること

としました。
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（２）背景 ～ 留萌地域の食資源について

① 増毛町の概況

○農業

増毛町の地形は、暑寒山麓に囲まれた扇状地で良質の水に恵まれており、稲

作、果樹の栽培が行われてきました。

稲作については、量から質への転換が努力として身を結び「ななつぼし」な

どを主力に、食味を重視した高品質な一等米の出荷を続けています。

また、市街地に近い暑寒沢地区を中心に、古くから果樹産地としてリンゴの

ほか、サクランボ・ナシ・ブドウ・プラム・モモなど、数多くの果物が生産さ

れております。特に近年は、プルーン・ブルーベリーといった消費者ニーズに

応える新種の生産をはじめ、改良品種の導入についても積極的に行い、減農薬

栽培技術の導入や、果実加工品の試験開発等も展開されています。

○水産業

漁業の歴史は古く、宝暦増毛場所の時代から豊富な水産資源に恵まれ、漁業

のまちとして栄えてきており、エビ・サケ・タコ・カレイ・ウニ・アワビなど

が多く水揚げされるほか、それに伴う水産物加工業も盛んに行われています。

育てる漁業として沿岸ではホタテ稚貝養殖の栽培漁業が行われ、漁協の取扱

高としてはトップクラスとなっており、また多くの人手を要することから、雇

用の面でも、まちには欠かせない重要な産業となっています。

さらに最近では、近海のナマコが中国の人々に好まれており、輸出向けにナ

マコ漁の水揚げ高が顕著な伸びを示しています。

○林業

森林面積は増毛町総面積の９割を占めており、全道平均を大きく上回ってい

ます。近年、自然環境保全の観点から、水源かん養、土砂流出防止、生活環境

林、木材生産など、森林の持つ公益的諸機能の強化が強く求められる中で、将

来にわたる基本財産として森林整備に力を入れております。

○観光

最北の酒蔵として人気の、明治１５年（1882 年）創業の造り酒屋「國稀酒造」

があり、暑寒別岳の伏流水の高品質な清酒が生産されています。年間を通じ多

くの観光客が訪れており、文化と歴史的資源、産業、食などを結びつけた地域

経済の活性化を目指しています。
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② 留萌地域の概況

○農業

留萌地域では、南北で異なる自然条件を生かし、稲作・畑作・野菜・果樹・

酪農などバラエティーに富んだ農業が営まれています。

水稲・畑作物・野菜は遠別町以南で生産され、特にうるち米については、低

タンパク米の生産割合が全道一高いなど、道内有数の良質米産地として高く評

価されています。また、野菜についても、その気候風土を生かし、クリーンな

野菜が生産され、道内はもとより本州市場へ出荷され、高い評価を得ています。

果樹は留萌南部で、りんご、おうとう、なし、ぶどうなど多様な果樹栽培が

行われ、道内有数の果樹産地となっています。

酪農は、留萌北部を中心に広大な土地基盤を活かした道内でも有数の草地型

酪農が展開されています。

○水産業

留萌地域は日本海北部に位置し、沿岸域ではホタテ稚貝養殖、刺し網、さけ

定置、たこ、ひらめ、うになどの漁業が行われ、また、沖合では武蔵堆などの

好漁場を擁し、エビ、タラ漁業などが行われています。しかし、近年、高齢化

や後継者不足により漁業者は年々減少しており、このため、新規就業者を受け

入れるなどの活動を行っています。

また、水産基盤整備のため漁港施設や魚礁等の設置を行っており、併せて、

ニシン・ヒラメ・サケ・アワビ・ウニなどの種苗を管内各地で放流し、「獲る

漁業」から「つくり育てる漁業」への転換が図られています。

○林業

留萌地域の森林面積は管内総面積の８割以上を占めており、全道平均を上回

っています。近年、環境重視型社会の中で、多様な機能を持つ森林に対する期

待は高まっており、みどりの環境づくり関係者と地域住民が連携し、公園等の

緑化事業や森林とのふれあいや理解を深めるための体験学習などの取組みがさ

れてきています。

○商工業

留萌地域の年間商品販売額は、１店当たりの販売額、従業者１人当たりの販

売額ともに、全道平均を大きく下回っている現状にあります。これは、管内の

商店の大部分が経営規模の零細な事業者であることや管内人口の減少に加え、

購買力が札幌、旭川などへ流出していることによるものです。このため、人材

の確保・育成、情報化・システム化の促進などにより、経営の近代化・合理化
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を図るとともに、地域住民のニーズに的確に対応した魅力ある商店街づくりを

進めることが課題になっています。

留萌地域の工業について、製造品出荷額の構成比をみると、水産加工品を中

心とした食料品製造業が全体の８割以上を占めており、管内の製造業の主要業

種となっていますが、事業所数、製造品出荷額とも減少傾向にあることから、

今後、食料品製造業の一層の発展を図るため、加工技術のさらなる向上と地場

産品を生かした商品開発や市場開拓が課題となっています。


